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1 ＥＳ受益と価値認識の空間分布

直接利用

輸送

輸送 直接利用

直接利用

間接利用

間接利用
間接利用

移動

間接利用

2

移動

移動

供給エリア可変性
・輸送：移動させる
・移動：自身が移動
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負の生態系サービスの影響と価値の空間分布(仮）

負の生態系サービス
存在価値とのトレードオフ

負の効果on site

負の効果off site

• 生態系サービスの需要・受益
– 生物物理的供給エリア

• 獣害(拡大）、基盤ES減少、

– 人が介在（輸送）
• 他の人の活動とのコンフリクト

– 人の意識・行動
• イメージ（文化ES)

負の生態系サービスの課題
• 限界集落→管理の減少

– ＥＳの減少（？）、広範なＥＳやＢＤへの影響

– 地域活性化の効果は？

• 費用と人材が課題

• 獣害

– 管理の減少→生息条件悪化→出現場所の拡大→獣
害の増加（人と社会の活動密度が高いと被害大）

– 将来的な被害エリア拡大、負のＥＳへの影響は見え
やすいが？様々なＥＳやＢＤへの影響。トレードオフ。

– 効果的な政策措置とは？

• 受益とコスト負担を社会全体として検討
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